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(2) 工事種別 増改築 改築増築新築

(3) 構造種別

木造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

鉄筋コンクリート造(ＲＣ)

鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)

プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)

(4) 階  数

適用は    印を記入する。

有 近隣)

(1) 地盤調査資料

敷地内（

    寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、

    打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。
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種類

部位

の
種
類

存
値
期
間
の

平
均
気
温

の
材
令

(日)

コ
ン
ク
リ
ー
ト

支      柱

スラブ下 はり下

せ  き  板

スラブ下、はり下基礎、梁側、柱、壁

早強度ポルト  

ランドセメント

普通ポルト    

ランドセメント

高炉セメント  

Ａ種          

シリカセメント

高炉セメント  

Ａ種          

シリカセメント

Ａ種          

ランドセメント

普通ポルト    早強度ポルト  

ランドセメント

普通ポルト    

ランドセメント

高炉セメント  

Ａ種          

シリカセメント

Ａ種          

ランドセメント

早強度ポルト  普通ポルト    

ランドセメント

高炉セメント  

Ａ種          

シリカセメント

Ａ種          

早強度ポルト  

ランドセメント

15℃以上

5℃未満

5℃～15℃

(2) 鉄　筋

(3) 型　枠

    材料　合板厚　12㎜を標準とする。

    型枠存置期間

    施工はJASS5による。

注）1 片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

注）3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）5 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

注）6 上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

注）4 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

　　  行わない。

　　  一時に全部の支柱を取り払って、盛リかえをしてはならない。

    高強度せん断補強筋は、JIS G 3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

    鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さ

    は｢鉄筋コンクリ－ト構造配筋基準図(1)(2 )｣または｢壁式鉄筋コンクリート構造配

    筋標準図(1)( 2)｣による。

    D 19末満は、すべて重ね継手とする。継手（D19以上）をガス圧接とする場合は、

    公益法人日本鉄筋継手協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

    ガス圧接部の抜き取リ検査は、同一作業班が同―日に施エした圧接箇所ごと(2 00

    箇所を超えるときは、200箇所ごと)に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

有    外観検査

  　柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

　　鉄筋の組立は、鉄筋継手部分及び交差部の要所を径０．８ｍｍ以上の鉄線で結束し、

　　適切な位置にスペーサー、吊り金物等を使用して行う。

　　は、原則として鋼製とする。

　　また、鋼製のスペーサーは型枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする。

　　なおスペーサーは、転倒及び作業荷重等に耐えられるものとし、スラブのスペーサー

有 有 無無、　引張試験 無、　超音波深傷試験

Ｈ型（タガ型）

Ｓ型（スパイラルラル型）とする。

Ｗ型（溶接型）

    なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、輸送時間が約１時間の場合

    際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。

    クリ－トの自由落下高さは、コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に

    の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき湯合は、１回当リ６

    また、打ち込み量が15 0ｍをこえる場合は15 0ｍごとまたは、その端数ごとに１回33

    外気温が25℃未満の場合は150分、25℃以上の場合は120分以内とする。

    養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

    験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

    測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

    の表示部を－回の測定ごとに撮影した写真(カラ－)を保管し承認を得る。

    研究センタ－の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器

    フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術

(1) 鉄骨工事は指示のない限リ下記による

　　社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

　　鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・

　　補強マニュアル」

(2) エ事管理者の承認を必要とするもの

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

認定または登録工場（大臣認定　Ｓ Ｈ Ｍ Ｒ Ｊ グレード）

材料規格証明書※、または試験成績書

高力ボルト鋼材 特殊ボルト 頭付スタッド

※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、

　またはミルシート。

社内検査表

(3) 工事監理者が行う検査項目

（  印以外の項目の検査結果については、工事管理者に報告するニと）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

(4) 接合部の溶接は下記によること

平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

  日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

  日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

(6) 防錆塗料

塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

現場における高カボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場

を使用して、４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

防錆塗装の範囲は、高カボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外

(7) 耐火被覆の材料

(8) 鋼材の溶融亜鉛メッキ処理

摩擦面は、すべり係数値を0.40以上確保するため、溶融亜鉛メッキ後、軽くブラ

鋼材は溶融亜鉛メッキ処理とする。

スト処理を施し、摩擦面の表面粗度を50μmR z以上とする。フィラーについても

同様の処理を施す。

摩擦面をりん酸塩処理とする場合は、指定又は認定された条件に基づき、すべり

耐力等を確認する。

メッキ処理を施すにあたっては、専門工事業者とパイプ材の処理方法について

打ち合わせを行い、安全かつ円滑な施工に努めること。

無収縮モルタルに接する部分のメッキ処理は行わない。エポマリン（不メッキ材）

を塗布。

の部分とする。錆止めぺイントは、　JIS K  5674、　JIS K  5625、　　　　 、

(5) 接合部の検査

    溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

完全溶込み溶接部
（突合せ溶接）

第三者検査機関名

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入検査を

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

隅肉溶接

※平成12年建設省告示

第1464号第二号による

（目視及び計測）

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

工場自主検査 第三者受入検査 工事管理者
備   考

硬さ試験

示温塗料塗布

個％ ％個個％

％ ％個個個％

％ ％個個個％

個個個

個個個

％ ％個個個％

マクロ試験・その他

外観検査（※）

外観検査（※）

超音波深傷検査

内質
検査

（注）

　無いことを確認する。

　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が

高力ボルトすべり係数試験 要 否否要軸力導入試験

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事管理者に報告すること）

注1）現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査100％行うこと

    設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

    床スラフ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を

    各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

　　場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること。

　　ブロック造とすること。

　　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンク

　　　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効

　　　な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　　　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他

　　構造物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備＊を除く）は

　　こと。

　　　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は

　　とすること。満水時の質量が１５ｋｇを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障の

　　ない構造として、平成１２年建設省告示１３８８号第５に規定する構造方法によること。

　　リート造又は厚さが２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリート

　　　可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成１２年建設省告示

　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当

　　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の

　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

　　建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐植又は腐朽のおそれがない

　　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という）は、

　　支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に

　　緊結すること。

　　　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　　　の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　　給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

　　第１３８９号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとする

　　ものとすること。

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)

　　　　　　　　　するものを除いたもの。

セメントの種類

普通ポルトランドセメント

混合セメントのＡ種

早強ポルトランドセメント

予想平均気温θの範囲 (℃)

コンクリート打込みから材齢28日までの

８≦θ ０≦θ＜８

５≦θ ０≦θ＜５

３ ６

構造体強度補正値(Ｓ)の標準値

(1) コンクリート

    コンクリートの調合管理強度は、設計基準強度(Fc)に、次表の構造体強度補正値(Ｓ)

    構造体強度補正値(Ｓ)は、下表により、セメントの種類及びコンクリートの打込みか

    ら材齢28日までの予想平均気温に応じて定める。

    を加えた値以上とする。

    調合計画は、工事開始前にエ事監理者の承認を得ること。

    セメントは、JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

    コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし施工に関してはJASS5(2015)による。

深 Ｎ
土質

度 値 10 20 30 40 50 60
調査地盤

(4) ボーリング標準貫入値、土質構成 （基礎・杭の位置を明記すること）

地盤調査及び試験杭の結果により､長杭､杭種､直接基礎の深さ､形状を変更する場合もある(3) 

土質試験

ボーリング調査

(2) 地盤調査計画

無

液状化判定 現場透水試験 土質試験

（調査予定 有 無）

物理調査

静的貫入試験

平板載荷試験

標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定

標準貫入試験

位置図

支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

ＧＬ－ ｍ

近隣データの調査地盤と

設計地盤とは約  ｍの距離

がある

備考

平板載荷試験ボーリング調査 水平地盤反力係数の測定

孔内水位

(1) コンクリート

調合管理強度設計基準強度

Ｆc=N/㎜ 2 N/㎜ 2

スランプ

cm
備　考適　用　箇　所

Ａ種 厚 100Ｂ種 Ｃ種 120 150 190

(2) コンクリートブロック(ＣＢ)

溶接金網         

(3) 鉄　筋 種　　類 径

SD345

SR235

使用箇所 継手工法

重ね継手

特殊継手

ガス圧接継手

（           ）丸    鋼

異形鉄筋

高強度せん断補強筋

(JIS G 3551)

種　　類

(4) 鉄　骨

現場溶接 備　考

SS400 SM400 無有SN400A.B.C

溶融亜鉛めっき高力ボルト

普通:Ｆ10Ｔ 特殊:Ｓ10Ｔ M12

高力ボルト

M16

M16

M20

M20

M22

M22

M24

M24

要 否高力ボルト導入張力確認試験

要 否高力ボルトすべり係数試験

M12

ボルト：強度区分4.6（中ボルト）

アンカーボルト

(5) ボルト

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

STKR400

SSC400

BCP235

STKR490 STK400 無

無

無

無

有

有

有

有

SM490A SN490B.C

D10,D13,D16

(6) 屋上付属物

キュービクル 煙突広告塔

(7) 特別な荷重

人乗(ロープ式 油圧式）エレベータ

(8) 付帯工事

門塀

(9) 増築計画

(10)構造計算ルート

有 （ ） 無

チェーンブロック 　　kN

種類

使用箇所

100

100

100 30

擁壁

柱

　　日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

合成樹脂製

合成樹脂製

鋼製

鋼製

壁・柱・梁

スラブ

使用個所

倉庫

    ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コン

    を標準とする。１回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

kN

壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)

鉄骨造(Ｓ)

mm ナット（ 　シングル、　ダブル）

布基礎

(1) 直接基礎

独立基礎 試験堀 有 無

(2) 基礎杭 

施工計画書承認 杭施工結果報告書

（ 無 ） （ 打ち込み 載荷）有、

2

杭   種 材   料 施工法 備考

日本建築センター認定

拡底杭

    第            号

埋込み(セメントミルク工法）

打ち込み

Ｈ鋼

摩擦杭鋼管

ＰＣＲＣ

ＰＨＣ

場所打ち

）

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種）

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種（

（

鉄筋

コンクリート

スランプ           

主筋

HOOP

セメント量         

SD390

SD

kN/m

Fc=   N/mm

cm

SS400鋼材

PHC

PRC

コンクリート杭

深礎

拡底杭

ミニアース

手堀

機械堀

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

ＢＨ

杭仕様

試験杭

2

有 無載荷試験

特記事項本数杭の先端の深さ（ｍ)設計支持力（kN)杭径（mm）

Ｇ－ＥＣＳパイル工法

プレボーリング根固工法

ベースプレート、ダイアフラム

      年    月    日

STK490

室外機

    特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

　トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

kN

SD295

2

支持層－

Ｘ方向ルート　１－２　　Ｙ方向ルート　１－２ 

地下　　階

ABR490

頭付スタッド　（詳細図による）

mmL=φ＝ 使用箇所（ 　柱　　大梁　　小梁）

(6) 屋根、床、壁

厚　ＡＬＣ板

デッキプレート

地中梁、柱脚

塔屋　　階

普通

普通

15

15
基礎、地中梁、柱脚 24

特殊デッキプレート　　　　

本

ベタ基礎

※深層混合処理工法

支持層 － 砂礫層深さ　ＧＬ－１．５ ｍ

長期許容支持力 　３１４ kN/m

ナット（ 　シングル、　ダブル）mm

改良長 － ３．０ ｍ

(1) 工事名称　　馬鈴しょ保冷貯蔵庫新築工事

地上　１階

(5) 主要用途　　倉庫(馬鈴しょ)

土間コンクリート 21

基礎、腰壁

D19,D22,D25

胴縁

梁・間柱

M42 L=1050

ABR490 M39 L=975

mm ナット（ 　シングル、　ダブル）SS400

mm ナット（ 　シングル、　ダブル）SS400 M16 L=400

M20 L=500

折板 Ｈ＝１５０　　厚 ０．８ 

アイルーフ75 t=1.0

標準貫入試験 スクリューウエイト貫入試験

    鉄筋は、JIS G3112の規格品とする。JIS G311 7の再生鋼を使用する時は管理者の

    構造体コンクリ－トについて、現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、現場水中

    本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

    管径の3倍以上かつ5cm以上を原則とする。

    諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

    必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

    承認を得ること。施工はJASS 5(2015)による。

構造体強度補正値(Ｓ) (Ｎ/ｍｍ2)

（             　　　                  ）

認定品（                     　　　          ）

    建築場所　　北海道帯広市稲田町基線8-11, 8-12

S-８図による

15普通 18

15普通 18捨てコンクリート

ラップルコンクリート

BCR295 TSC295

折版Ｗ-５００

１．建築物の構造内容 ３．地  盤

６．鉄骨工事

７．設備関係

８．その他

５．鉄筋コンクリート工事

４．地業工事

２．使用構造材料

９．令第１２９条の２の３の事項

構 造 設 計 標 準 仕 様
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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●
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設　計都　間　杜
ＴＯ

竹　本　泰　之

１級建築士登録　　１９３５３７号

１級建築士事務所　（＋）３３７号

都　間　杜
ＮＵＭＢＥＲＤＡＴＥＳＣＡＬＥ

A1
ＤＲＡＷＩＮＧ　　　ＮＡＭＥ

2025　.　5馬鈴しょ保冷貯蔵庫建設工事 新　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１） Ｓ－２

■重ね継手

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）記号

（１）鉄筋の折り曲げ加工

（２）加工寸法の許容差

（５）定着長さ

（６）継手

一　般
コンクリート

の
設計基準強度

Ｌ…中心線

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径） 　  Ｄ…部材の成、又は鉄筋内法直径

o…部分間の内法距離　　ｈo…部材間の内法高さ＠…間隔　　r…半径

ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋

D16以下 3d以上

D19～D41

D41以下

D25以下

D29～D41

4d以上

5d以上

6d以上

SD390

SD49090°

180°

135°

90°

SD295A

SD295B

SD345 

図 折り曲げ角度 鉄筋の種類
鉄筋の径に

よる区分

鉄筋の折り曲げ

内法直径(D)

　　（４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

　　（５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

　　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

　　　　　行い、支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

[注]（１）ｄは呼び名に用いた数値とする。

　　　　　余長は4d以上とする。

　　（２）スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

主　筋

(1)

D25以下

D29以上D41以下
各加工

寸法　
あばら筋・帯筋・スパイラル筋

項　　目

a, b

a, b

a, b

Ｌ

±15

±20

± 5

±20

(mm)

符 号 許 容 差

加 工 後 の 余 長

[注]（１）各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

　　　　　尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

　　（４）耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着L2とする。

　　　　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

[注]（１）フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、

　　（２）フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

　　（３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、

かつ

150以上

(3)
鉄筋種別

定着の長さ

小梁下端筋

(フックあり)(フックなし)

スラブ下端筋

(フックなし)(フックあり)

L2hL2
La Lb

L3 L3h L3

20d 15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

20d 20d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

20d20d

20d20d

15d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

25d

25d

20d

20d

15d20d 20d 10d

SD295A

SD295B

18 40d 30d

21

24～27

30～36

39～45

48～60

35d

30d

30d

25d

25d

15d

15d

25d

20d

20d

18 40d 30d

21

24～27

30～36

39～45

48～60

35d

30d

25d 15d

25d

20d

20d

35d

30d

21

SD345

40d 30d

24～27

30～36

39～45

48～60

40d

35d

35d

30d

30d

25d

25d

20d

24～27

30～36

39～45

48～60

SD490
45d

40d

40d

35d

35d

30d

30d

25d

25d 10d

L1 L1h

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

21

24～27

30～36

39～45

48～60

24～27

30～36

39～45

48～60

45d

35d

35d

30d

30d

35d

30d

25d

25d

20d

20d

50d

45d

40d

35d

35d

30d 20d

25d

25d

35d

30d

30d

35d

35d

30d

30d

25d

50d

45d

40d

40d

35d

55d

50d

45d

40d

40d

35d

35d

30d

40d
SD295A

SD295B

SD345

SD345

SD490

鉄筋種別

コンクリート
の

設計基準強度

重ね継手長さ

(フックなし) (フックあり)

Fc(N/mm )2

Fc(N/mm )2

[注]（１）表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

　　（２）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。

　　（３）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

　　　　　以降のフック部は継手長さに含まない。

・ガス圧接形状

１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

２．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

３．鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

４．ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

■継手に関する注意点

（平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり

（３）鉄筋のあき

（４）鉄筋のフック

異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち

最も大きい値。

　ａ～ｅに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

ｃ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

ｄ．単純梁の下端筋

ｅ．その他、本配筋標準に記載する箇所

ｂ．煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

　　および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

ａ．あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

(フックなし)

SD390

　及び内部欠損がないもの）

６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

５．溶接継手および機械式継手を用いる場合は、信頼できる機関の評定等を受けたA級継手工法とする。

（１）直接基礎

（配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること）

（２）杭基礎

（３）基礎接合部の補強

※修正個所は下線を引くこと

※適用は    印を記入する

　　（６）SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

　　（３）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

　　　　　全定着長さをL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。

１．一般事項

２．鉄筋加工

新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)
３．杭・基礎

●

●

●

●

●

Ｃ

135°

180°

90°

余長4d以上

余長6d以上

余長8d以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

加工後の全長(Ｌ)

加工後の全長(Ｌ)主　筋

溶接閉鎖形筋
あばら筋・帯筋・

スパイラル筋

L2

L3

定着起点折り曲げ開始点

定着起点折り曲げ開始点

折り曲げ開始点 定着起点定着起点

下端筋の直線定着長さL3

（小梁・スラブ）

直線定着の長さL2

小梁・スラブの上端筋の梁内

折り曲げ定着の投影定着長さLb

Ｄ

L2h

Ｄ
余長

8d以上

余長
6d以上

L2h

L2h

Ｄ

余長
4d以上

L3h

Ｄ
余長

8d以上

定着起点

Ｄ

Ｄ

La

L2

8d以上Ｄ

直線重ね継手の長さL1

Ｄ

鉄筋A

フック付き重ね継手の長さL1h

余長
4d以上

L3

8
d
以

上

L2

90°フック

180°フック

135°フック

90°フック

LbLa

L2

定着起点折り曲げ開始点

ａ ａ

ａ

ａ

ｂｂ

ｂｂ

間隔

異形鉄筋

末端にはフックが必要

図の  印の鉄筋の重ね継手の

梁

柱

dodo あき

フック付き定着の長さL2h

L1h

折り曲げ開始点
（鉄筋B）（鉄筋A）

折り曲げ開始点

鉄筋B

L1

d/5以下ｄ 1.4d以上
(1.5d)

ｄ

2mm以下 圧接面圧接面圧接面

d/4以下
 1.1d以上
(1.2d) ( )内はSD490の場合

・ 圧接継手 ・重ね継手(下図のいずれかとする)フックなしの場合はL1hはL1

L1hL1h

約0.5L1ha≧400 1.5L1h以上

①独立基礎

L2 or L3
１. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

　  但し上筋と下筋を読みかえる

３. ２ の鉄筋はD13以上

４. 埋戻し土のある場合は40を70とする

２. １ の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

①場所打ち杭

基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋

15d

2
0
d

②ベタ基礎
ハンチを付けた場合(a≧3)

杭頭処理要領

斫り部分

1
0
0
以

上
8
0
0
～

1
0
0
0

杭間隔は 2×φかつ
φ+1000以上

余
盛

コ
ン

ク
リ

-
ト

へりあき
200以上

φ

か
つ

L
2
以

上

杭
主

筋
 
4
0
d

②PHC杭

ハ
カ

マ
筋

基
礎

筋

2
0
d

印鉄筋は曲げ上げ
なくてよい

2
0
d

L2h

（フック付）

コンクリート面

Ｂ

Ａ

2
0
d
o

Lo≧100かつ4d+70以上

d

Lo

B拡大図

2
0
d

7
0

1
0
0

2
0
d
o

d ：基礎筋の径

do：基礎筋・ハカマ筋の
　　細いほうの径

杭頭補強要領は特記による

ＬＣ

重
ね

継
手

4
5
d
か

つ
L
1
以

上

φ
100

主筋のかぶりは
100以上とする

（各4ヶ所）

フック付き
10ｄ又は重ね継手40ｄ
HOOP筋の継手は片側溶接

スペ-サ-
フラットバー@3,000

A拡大図

3
-
D
1
3

L
2

梁
幅

Ｗ１

L2

L1

45ﾟ～60ﾟ

2-D16以上

L1

L
2

300＜Ｈ≦1000

300

配筋は同厚の壁リストにならう

＊
＊

＊

＊＊＊

＊印筋は D10 @200 とする。

Ｈ≦300は＊印筋は不用とする

ハカマ筋

基礎スラブ筋

100

Ａ 15d程度

Aの拡大図

基
礎

ス
ラ

ブ
筋

ハカマ筋
のある場合

ハカマ筋
のない場合

ハ
カ

マ
筋

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の

投影定着長さLa

下端筋のフック付き定着長さL3h

（小梁・スラブ）

Ｗ１の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

構造部材

非構造部材

直接土に接する柱・梁・壁・床および

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

基礎、擁壁の基礎・底盤

柱・梁・耐力壁

床スラブ・屋根スラブ

構造部材と同等の耐久性を

要求する部材

計画併用期間中に維持保全

を行う部材

部材の種類

構造体の計画併用期間の級

50

70

標準・長期

50

50

50

(40)

40

40

40

(30)

50

40

40

40

40

30

30

30

屋 内 屋 外 屋 内 屋 外(2)(2)

超長期

7
0

4
0

1
a

8
d
以

上

L2h
1

2

（７）かぶり厚さ

設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが

完成した構造体の各部位のおける屋外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

講じれば上記によらなくてもよい。

コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施工例第79条に規定

する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を

　　　 設計かぶり厚さを 10mm 減じることができる。

　　　 定める。

最少がぶり厚さは、下表に規定する設計かぶり厚さを10mm 減じた値とする。

確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、下表以上の値とする。

表　設計かぶり厚さ（単位：mm）

注）(1)計画併用期間の級が超長期で計画併用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて

　　(2)計画併用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では
Ｈ
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溶接長さ

大梁 大梁

タイトフレーム

アイルーフ75

タイトフレーム

アイルーフ75

建物外周部アイルーフ75スパン方向 建物外周部アイルーフ75幅方向

縦引きドレン部(パラペット有り) 横引きドレン部(パラペット有り)

２．重量・断面性能

３．製品種類・付属材料

２．使用材料

３．曲げ応力及びたわみ計算

〈注意事項〉

２．納まり１．施工手順

〈３〉施工方法

１．耐火仕様１．形状・寸法

〈２〉設計〈１〉製品仕様と材料

アイルーフ75　耐火構造設計・施工標準　　≪ 国土交通省指定耐火構造ＦＰ０３０ＲＦ-１７４５ ≫〈東邦シートフレーム株式会社〉

⑤‐アイルーフ75とタイトフレームとの接合

4)アイルーフ75のアイリブから吊金具を使用して天井等を吊る場合、平滑安定性において

3)梁（母屋）に耐火性能が要求される場合は、それらに応じて耐火被覆をする。

1)スパンとは梁（母屋）の中心距離とする。

2)梁との複合被覆ではありません。

①‐割付計画

②‐搬入・揚重・仮置・保管・墨出し

③‐タイトフレームと梁との接合

(b) アイルーフ75は梁上に安全な状態で仮置きし、風等で飛ばされないように養生する。

(c) 梁上を清掃し、施工図（割付図）に基づき墨出しをして、タイトフレームを取り付ける。

工法・工程・割付計画をたてる。

タイトフレームと梁（母屋）の接合は隅肉溶接、発射打込み鋲 又はドリリングタッピンねじとする。

(a) 隅肉溶接の場合 ＜溶接箇所は図1参照＞

　・発射打込み鋲の規格

　　JIS A 5529（発射打込み鋲）又は国土交通省の材料認定を取得したものとする。

 ◎ 発射打込み鋲寸法：φ4.5×19mm以上

　・ドリリングタッピンねじの規格

(c) ドリリングタッピンねじの場合 ＜接合箇所は図2参照＞

 ※ ズレ防止の観点から下図のように対角線上に2本打つことを推奨します。

④‐敷込み・仮止め

(b) 2枚目以降は一般用(A)等を順次敷き込み、母屋毎に端部2箇所程度仮止めする。

(C) 幅方向の調整が必要な場合は調整板(アイルーフと同板厚)で調整する。

　　調整板はビス(φ4×13㎜以上）で留め付ける。ピッチは500㎜以下とする。

　  ※タイトフレーム1本当りに使用するビスの本数　NS-30：6本　NW-30：12本

(b) ビス（ドリルねじ）の規格

　  ビスはタイトフレーム1山当り2本留め付ける。（縦継手用は1山当り4本使用）

⑥‐開口部補強

⑦‐役物材取付（立上がり部、外壁取合部、貫通支柱部等）

⑧‐下地検査

⑨‐防水施工

 ※ 役物材取付に関しては、現場等に応じて施工して下さい。

 ※ 開口部廻り（ドレン廻り、架台廻り、排気口等）は鉄骨下地による補強を行う。(例：図5)

 ◎ 溶接長さ：片側20mm以上（タイトフレーム谷部につき）

 ◎ ドリリングタッピンねじ寸法：φ5×35mm以上　材質：鋼製 又は ステンレス製

 ◎ ドリルねじ寸法：φ5×25mm以上　材質：鋼製 又は ステンレス製

 ◎ ドリルねじ寸法：φ4×13mm以上　材質：鋼製 又は ステンレス製

※断面性能は正圧・負圧の内、小さい方の値を採用

(b) 発射打込み鋲の場合

不具合が発生する恐れがありますので推奨しておりません。

(a) 揚重は2点又は3点吊りとし、アイルーフ75をワイヤ・ナイロンスリングにて傷つけないようにする。

(a) 割付図に従って、葺き始め用(S)又は調整用(C)を敷き、ビス(φ5×25㎜以上)によって仮止めする。

(a) アイルーフ75を敷き込み後、タイトフレームにビス(φ5×25㎜以上)で留め付ける。＜本締め＞

(c) アイルーフ75の横継手嵌合部を、ビス(φ4×13mm以上)で＠500㎜で留め付ける。(図4)

たわみによる計算 4

360
l

応力による計算

Ｍ＝
wl
8

2

δmax：最大たわみ

σ：曲げ応力

Ｍ：曲げモーメント

ｌ：スパン

荷重(N/㎡)

（単位：mm）

長期 短期

板厚(mm) 板厚(mm)

荷重(N/㎡)

1.0 1.2 1.0 1.2

曲げ たわみ 曲げ たわみ 曲げ たわみ 曲げ たわみ

5369
4901
4538
4244
4002
4000
3796

5,000
4,800
4,600
4,400
4,200
4,000
3,800
3,600
3,400
3,200
3,000
2,800
2,600
2,400
2,200
2,199
2,000
1,802
1,800
1,600
1,400
1,200
1,000

3621
3620
3466
3330
3209
3100
3001
2912
2830
2754
2684
2620
2560
2503
2451
2401

5535
5209
4948
4732
4550
4548
4393
4256
4256
4134
4025
3927
3838
3756
3681
3611
3547
3487
3430
3378
3328
3281
3237

5931
5415
5013
4689
4421
4419
4194
4000
3999
3829
3679
3545
3424
3316
3217
3126
3043
2966
2894
2828
2766
2707
2653

5866
5521
5244
5016
4823
4821
4656
4511
4511
4382
4266
4162
4067
3981
3901
3826
3759
3695
3636
3580
3527
3478
3431

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000
2,200
2,400
2,600
2,650
2,800
3,000
3,155
3,200
3,400
3,600
3,800
4,000
4,200
4,400
4,600
4,800
5,000

6567
5995
5551
5192
4895
4644
4428
4239
4073
4034
3925
3792
3697
3671
3562
3461
3369
3284
3205
3131
3062
2998
2937

5535
5209
4948
4732
4550
4393
4256
4134
4025
4000
3927
3838
3774
3756
3681
3611
3547
3487
3430
3378
3328
3281
3237

7256
6623
6132
5736
5408
5130
4892
4683
4500
4457
4336
4189
4085
4056
3935
3824
3722
3628

3459
3383

3540

3312
3245

5866
5521
5244
5016
4823
4656
4511
4382
4266
4239
4162
4067
4000
3981
3901
3828
3759
3695
3636
3580
3527
3478
3431

Ft：許容応力度

Z：断面係数（有効断面 50ｔ）

I：断面2次モーメント（全断面有効）

E:ヤング係数

曲げとたわみと比較して小さい値を採用値（斜線部）にしています。
太枠内：耐火構造許容スパン内　　※詳細な荷重計算については別途計算致します。

σ＝　　　　≦ Fｔ

δmax＝　　　　  ≦

許容スパン表（連続梁）

185EI

wl

Ｚ
Ｍ

（連続梁）

6 6

ｗ：荷重（固定荷重＋積雪荷重 or 風荷重）

20.5×10 N/c㎡（2.1×10 kgf/c㎡）

20,500N/c㎡（2,100kgf/c㎡）【短期】

13,700N/c㎡（1,400kgf/c㎡）【長期】

板厚

材料種類
□ 溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板（JIS G 3321）

□ 溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシウム合金めっき鋼板（JIS G 3323）

■ 1.0mm　　□ 1.2mm　　□ 特注

■ 溶融亜鉛めっき鋼板（JIS G 3302）　■ Z12　□ Z27

1.0mm以上

4,000mm以下

4,000mm以下

単純支持

連続支持

デッキ条件 支持スパン耐火時間 板厚

屋根30分耐火

FP030RF-1745

板厚

ｔ

1.2

1.0

重量

kg/㎡

断面性能

断面2次

cm /m

断面係数

Ｚモーメント I

cm /m

18.9

15.8 161.0 26.3

34

191.7 32.1
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コンクリート

( J I S  A 5 3 0 8 )

使用材料

共通事項

※

※

※

※

( 建築工事編 ) 」及び「鉄筋コンクリート構造配筋標準図」に依る。

以下とする。3k g / ｍ0 . 3 0

壁及び打増しコンクリート補強差し筋は先組とする。

コンクリートの塩化物総量値は

と事前打合せの上施工する。

特記以外は公共建築協会編「令和４年版  公共建築工事標準仕様書

スリーブ貫通孔は、施工図により径位置決定し構造担当者

１／１００基礎伏図

F C 2 4

※

※

※

※

施工図原寸図承認の上加工（施工）すること。

溶接部分は監理者立ち会いの上超音波探傷試験を行う。

現場掘削の状況に依り基礎を変更することがある。

突き合わせ溶接にはエンドタブを付ける。エンドタブは原則
として母材と同厚のものを用い、長さは３５ｍｍ以上とする。

※ Ｄ１９以上継手は原則としてガス圧接とする。

※ 許容地耐力度（長期） 22 5 0  k N / ｍ

鉄　骨

S S 4 0 0 下記以外

S S C 4 0 0

ベースプレート
S N 4 9 0 B Ｃ材の内ダイアフラム・トッププレート

S N 4 9 0 C Ｃ材の通しダイアフラム

高力ボルト

中ボルト

アンカーボルト

強度区分

S 1 0 T ( F 1 0 T )

4 . 6

S N 4 0 0 B

Ｃ材

A B R 4 9 0 Ｃ材
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Ｇ２、Ｇ３材

胴縁

( J I S  G  3 1 0 1 )

( J I S  G  3 3 5 0 )

大臣認定番号

( J I S  G  3 1 3 6 )

(   　       M B L T - 0 0 5 2 )大臣認定番号
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( J I S  B  1 2 2 0 )
( J I S  G  3 1 0 1 )

鉄　筋

( J I S  G 3 1 1 2 )
( D 1 0 ～ D 1 6 )
( D 1 9 以 上 )S D 3 4 5

S D 2 9 5

F C 1 8
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( J I S  A 5 3 0 8 )

( J I S  A 5 3 0 8 )
土間コンクリート

F C 2 1
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F C 1 8
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2025　.　5馬鈴しょ保冷貯蔵庫建設工事 1/30 1/60地中梁リスト Ｓ－１４
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位　置

断　面

下端筋

スターラップ

腹　筋

上端筋

※ 特記無き巾止筋は とする。D 1 0   @ 1 0 0 0

符　号

地中梁リスト

全断面 中　央 X4端 X5端X4端 全断面

3 - D 2 2

3 - D 2 2

3 - D 2 2

3 - D 2 2

3 - D 2 2

3 - D 2 2

6 - D 2 2

全断面

4 - D 2 2

4 - D 2 2

D 1 3□ @ 2 0 0

6 - D 1 0

X3端

4 - D 2 5

4 - D 2 5

4 - D 2 5

4 - D 2 5 4 - D 2 5

6 - D 2 5
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5 - D 2 2

5 - D 2 2 4 - D 2 5

4 - D 2 5

D 1 3□ @ 2 0 0 D 1 3□ @ 2 0 0

6 - D 1 0 6 - D 1 0

カットオフ筋長さ柱芯+2600

中　央 内端端　部 中　央 外　端 中　央 外　端 中　央 内　端

雑配筋詳細図 １／３０
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鉄骨部材表

符 号

C 1

C 2

C 3

G 1

G 2

G 3

G 4

P 1

P 2

P 3

B 2

B 1

B 3

B 4

B 5

B 6

B 7

C B 1

b 1

b 2

b 3

b 4

H B 1

種 別部 材

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

□ - 3 5 0 x 3 5 0 x 2 2

□ - 3 5 0 x 3 5 0 x 1 9

□ - 3 5 0 x 3 5 0 x 1 6

H - 5 8 8 x 3 0 0 x  1 2 x 2 0

H - 3 9 0 x 3 0 0 x  1 0 x 1 6

H - 3 9 0 x 3 0 0 x  1 0 x 1 6

H - 4 0 0 x 2 0 0 x   8 x 1 3

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0H - 2 4 4 x 1 7 5 x   7 x 1 1

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

H - 4 0 0 x 2 0 0 x   8 x 1 3

H - 3 5 0 x 1 7 5 x   7 x 1 1

H - 3 0 0 x 1 5 0 x 6 . 5 x  9

H - 2 5 0 x 1 2 5 x   6 x  9

H - 1 9 4 x 1 5 0 x   6 x  9

S S 4 0 0H - 1 7 5 x  9 0 x   5 x  8

S S 4 0 0H - 1 2 5 x  6 0 x   6 x  8

S S 4 0 0

S S 4 0 0H - 2 5 0 x 1 2 5 x   6 x  9

2 [ - 1 0 0 x  5 0 x   5 x 7 . 5

H - 1 7 5 x  9 0 x   5 x 8

折板

デッキプレート

胴縁1（横）

胴縁2（横）

屋根ブレース1 S S 4 0 0

7 5 　 t = 1 . 0アイルーフ

C - 1 0 0 x 5 0 x 2 0 x 2 . 3  @ 6 0 6

C - 1 0 0 x 5 0 x 2 0 x 1 . 6  @ 6 0 6 S S C 4 0 0

S S C 4 0 0

1 - M 2 7 （ J I S ）

H - 1 0 0 x 1 0 0 x   6 x  8

[ - 1 0 0 x  5 0 x   5 x 7 . 5

[ - 1 0 0 x  5 0 x   5 x 7 . 5

[ - 1 2 5 x  6 5 x   6 x 8

W - 5 0 0 　 t = 0 . 8

S S 4 0 0

S S 4 0 0

折版

S S 4 0 01 - M 1 2 （ J I S ）水平ブレース2

S S 4 0 01 - M 2 7 （ J I S ）水平ブレース1

屋根ブレース2 S S 4 0 01 - M 1 2 （ J I S ）

１／１５０軸組図２

Ｘ５通り
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Ｘ２通り

Ｘ１通り
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b 4

B 5P 1

b 4

H B 1
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B 5 H B 1
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B 2

X 2
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X 1
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B 5

ろ い

フランジ

ウェブ 1 7 02 6 0

1 2

1 2

3 0 0 4 4 0

4 4 01 1 0

9

M 2 0

M 2 0

3 0 0

3 9 0

1 6
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8

4 4  x  1

4  x  2
S -PLATE( 2)

S -PLATE( 1)

S -PLATE( 3) 1 7 0

2 0 0
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9

9

9
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6 3  x  2
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1 3

8 4 4  x  1

S-PLATE( 2)

S-PLATE( 1)

S-PLATE( 3)

継手
部材断面 高力ボルト 添　板

行(本) 列(本) 厚さ 幅 長さ幅又はせい 厚さ ねじの呼び 本数(本) 記号

部材断面 高力ボルト 添　板

行(本) 列(本) 厚さ 幅 長さ幅又はせい 厚さ ねじの呼び 本数(本) 記号

フランジ

ウェブ

継手

H - 4 0 0 x 2 0 0 x 8 x 1 3G ４

ろ い断 面 断 面

継手

フランジ

ウェブ

部材断面 高力ボルト 添　板

行(本) 列(本) 厚さ 幅 長さ幅又はせい 厚さ ねじの呼び 本数(本)

1 2 5 9

62 5 0

6

4

3  x  2

2  x  2

M 1 6

M 1 6

1 2

6

4 1 0

2 9 01 7 0

1 2 5

記号

S-PLATE (2)

S-PLATE (1)

S-PLATE (3)

H - 2 5 0 x 1 2 5 x 6 x 9C B 1

継手

フランジ

ウェブ

部材断面 高力ボルト 添　板
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H 1 9 4 x 1 5 0 x 6 x 9B 5 b 4 ［ - 1 2 5 x 6 5 x 6 x 8 H B 1 H - 1 7 5 x 9 0 x 5 x 8H - 4 0 0 x 2 0 0 x 8 x 1 3B 1 H - 3 5 0 x 1 7 5 x 7 x 1 1B 2B 3 H - 3 0 0 x 1 5 0 x 6 . 5 x 9 H - 2 5 0 x 1 2 5 x 6 x 9B 4

B 6 H - 1 7 5 x 9 0 x 5 x 8 H - 1 2 5 x 6 0 x 6 x 8B 7 ( J I S  A  5 5 4 0 )
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水平ブレース２

（ターンバックル付）
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